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研究題目 
自分の考えをもち、ともに学び合う児童の育成 

―読む力を高めるための活動を通して― 
研究要項 

１ はじめに 

本校は、国語科での研究を始めて２年目となる。国語科の研究を始めるにあたり、昨年度の４月当初に行ったアン

ケートの結果から、児童が読み取りの学習に対して苦手意識をもっていることが分かった。そこで１年目の昨年度

は、文章を正しく読み取ることを目指した「授業づくりの工夫」を柱として研究を行った。その成果として、読み取

りの学習に対して、苦手意識をもつ児童が少し減った。しかし、授業を行っていく中で、文章中に出てきた言葉を違

う言葉で言い換えたり、登場人物の気持ちをさまざまな言葉で表したりすることが難しく、児童があまり言葉を知

らないということが分かった。このことにより、言葉の意味が分からないから文章を正しく読み取ったり、さまざま

な言葉を用いて書き表したりすることができないのではないかと考えた。 

そこで、児童の実態を把握するために、２年生から６年生の児童を対象に、国語科の学習に関するアンケート調査

を行った【資料１】。物語文で、「登場人物の気持ちを読み取る学習は好きか」という質問に対して、「あまり好きで

はない」「好きではない」と答えた児童は 43％と、約半数という結果となった。説明文で、「筆者の考えを読み取る

学習は好きか」という質問においては、「あまり好きではない」「好きではない」と答えた児童は 46％と、説明文に

おいても約半数となり、依然として苦手意識が残っていることが分かった。どちらの質問に対しても「あまり好きで

はない」「好きではない」を選んだ理由を問うと、物語文では「文章に書くことが苦手」という理由が最も多かった。

説明文では「答えが見つけられない」という理由に続けて２番目に「文章に書くことが苦手」が多い理由となった。

また、「言葉の意味をたくさん知っているか」という質問に対しては、「たくさん知っている」「少し知っている」と

答えた児童が、71％と半数を大きく超えた【資料２】。この結果から、答えが見つけられず、文章を書くことが苦手

だと感じていても、言葉の意味を知っていると思っている児童が多いことが分かる。しかし、児童の意識と学習の実

態には大きなギャップがあり、教師は、授業のさまざまな場面で、児童の語彙の少なさを感じることが多くある。こ

のことから、児童自身が学習の実態を正確に把握し、語彙力を向上させた上で読み取りの力や書く力を高めること

が必要であると考えた。 

そこで、研究２年目となる本年度は、読む力を高めるために、児童の語彙力の向上を目指した取組を実践したい。

言葉をより多く習得させ、学習した言葉を活用する力を身に付けさせていくための「語彙力のトレーニング」を柱と

して実践を進めていく。そして、授業で他者と考えを共有することを通して、多くの語彙や表現に慣れ親しませるこ

とを意識していきたい。 
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➀言葉の意味が分からない

②文を読むことが苦手

③気持ちを想像することが苦手

④文章に書くことが苦手

⑤発表することが苦手

⑥その他

物語文 「あまり好きではない」「好きではない」を選んだ理由
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➀言葉の意味が分からない

②文を読むことが苦手

③答えが見つけられない

④文章に書くことが苦手

⑤発表することが苦手

⑥その他

説明文 「あまり好きではない」「好きではない」を選んだ理由

11 海部 

A とても好き

B 少し好き

C あまり好きではない

D 好きではない

物語文 

「登場人物の気持ちを読み取る学習は好きですか」 

D 15％ 

C 28％ 

A 24％ 

B 33％ 

A とても好き

B 少し好き

C あまり好きではない

D 好きではない

説明文 

「筆者の考えを読み取る学習は好きですか」 

A 22％ 

B 32％ 
C 31％ 

D 15％ 
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【資料２】アンケート調査の結果「言葉の意味をたくさん知っているか」 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 研究のねらい 

⑴ 目指す児童像 

・ 語彙を増やすことで、文章に書かれた言葉の意味を理解し、正確に内容を読み取ることができる児童 

・ 自分の考えを広げたり深めたりすることができる児童 

⑵ 研究の仮説 

【仮説１】 

  たくさんの言葉にふれる場面を設定し、その言葉の意味を理解して活用する力をつけることで、文章の内

容を正確に読み取ることができるようになるだろう。 

【仮説２】 

話し合い活動を通して「自分の読み」と「友達の読み」を比べることで、他者の視点からの気付きが生ま

れ、自分の考えをさらに深めることができるだろう。 

 

３ 研究の対象 

  全学年（350名） ※アンケート２～６年 278名（支援学級児童除く） 

 

４ 研究の方法 

⑴ 【仮説１】に対する手だて 

① 朝の時間に国語タイムを設け、語彙力の向上につながるトレーニングを行わせる。 

② 文章の中で出合った言葉や表現について、意味や使い方を確認させるために、教科書巻末の「言葉の宝箱」 

を活用させる。 

③ 物語文において、物語の背景や登場人物の心情が分かる表現に着目させ、色を分けて線を引かせることで気 

持ちの変化を可視化させる。 

④ 説明文において、筆者の意図を読み取らせるために、「繰り返し使われている言葉」、「対比表現」、「接続語」、 

「言い換え表現」に着目させる。 

 

⑵ 【仮説２】に対する手だて 

① 話し合いの型を提示し、自分の考えを発表しやすくさせる。 

② 児童に「自分の読み」を発表させ、「友達の読み」との共通点や相違点に気付かせる。また、話し合い活動

の中で、質問や付け足し意見、反対意見を出させ、学級全体で読み取りを深めさせる。 

③ 授業で印象に残ったことや、「友達の読み」を知って「自分の読み」が変わったことを表現させる。 

 

５ 全学年の実践 

⑴ 国語タイムの実践 ～全学年の取組を通して～ 

   本年度は、２週間に１回、朝の時間に、語彙力の向上を目的としたトレーニ

ングのための「国語タイム」（15分間）を設けた。文章を読み取る力をつけるた

め、それぞれの学年に合ったトレーニングを行うようにした。また、１人１冊

ずつ「国語ファイル」を用意し、国語タイムで使用したプリントなどをまとめ

ることで、それまでに身に付けた語彙を振り返られるようにした。 

１年生 しりとりや言葉遊びを通して、楽しみながら多くの言葉にふれさせ 

た【資料３】。 

２年生 短文が書かれた問題を選び、読み取りの問いに答える活動を行った。 
【資料３】１年生の実践 

「言葉の意味をたくさん知っていますか」

A たくさん知っている

B 少し知っている

C あまり知らない

D 知らない

A 29％ 

B 42％ 

C 24％ 

D 5％ 
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３年生 タブレット端末を使って、気持ちを表す言葉を選ぶ活動をした。タブレット端末を使うこと 

で、児童の結果を集計し、個人や学級の結果が後からでも分かるようにした。 

４年生 それぞれの行動からどのような気持ちが読み取れるのか 

を考えるトレーニングを行った。 

５年生 タブレット端末を用いて、「言葉の宝箱」に書かれている 

言葉の意味調べを行い、意味をプリントに記入した。 

６年生 ＡＩを使って「言葉の宝箱」の中にある言葉を用いた文 

章を作り、（ ）に当てはまる言葉を選択肢から選び答えた 

【資料４】。 

 

⑵ ２年生 説明文「たんぽぽのちえ」～接続語について考える学習を通して～ 

① 授業実践について 

第 10段落では、「このように」という接続語に着目し、どのような言葉かを考えさせる授業を展開

した。 

初めに、児童にとって分かりやすいように、「席に着く。筆箱を出す。教科書を出す。このように、

授業の準備をする」といった学校生活での行動について、「このように」という言葉を使った例文を

提示した。一文ずつ示していき、「このように」の後に続く文を児童に予想させると、学級の大半か

ら「授業の準備をする」という答えがすぐに返ってきた。なぜそう考えたのか問うと、曖昧な答えが

返ってきたことから、児童が「このように」という言葉の役割を、大まかにしか理解していないこと

が分かった。 

次に、「このように」という言葉の意味を考えてワークシートに記入させ、ペアでお互いの考えを

共有する活動を行った。考えを伝え終えたら、友達の考えもワークシートに記入させた。伝え合いが

終わった後、自分の考えと友達の考えのどちらが納得できる意見なのかを考えさせ、よいと思う方に

印を付けさせた。 

学級全体での意見交流では、「行動を説明する言葉」という考えに焦点を当て

授業を展開した。「行動を説明する言葉」の意味を問うと、「例文にあった３つの

行動は、「このように」の後の１つの文で説明されているから」という意見が挙

がった。つまり、「このように」という言葉は、これまでの内容をまとめたり、

言い換えたりすることができる言葉であることを押さえた。また、多くの内容を

一つにまとめる言葉である「このように」という言葉を、挿絵を使って視覚的に

捉えさせた【資料５】。最後に、「このように」という接続語を使って表現する活

動を行った。 

② 【仮説１】に対する手だてについて 

児童にとって抽象的な接続語の意味を、これまでの学校生活と言語経験を結び付けて捉えさせる

場面を設定した。一文ずつ提示し「このように」の先を予想させることで、児童が経験的にもってい

る言葉の役割に関する曖昧な認識を刺激した。これにより、児童が言葉を正しく理解し、活用する足

がかりとすることができた。 

また、児童から出た言葉を用いて「具体（三つの行動）」から「抽象（一つのまとめ）」へのジャン

プを意識化させることで、言葉の意味を正しく理解させた。さらに、文字による情報だけでなく挿絵

による視覚化を併用することで、語彙の定着を図り、文章を正確に読み解くための「活用できる知識」

へと高めることができた。 

③ 【仮説２】に対する手だてについて 

「このように」という言葉の意味について個人思考を行った後、ペアによる交流の時間を設けた。

その際、友達の考えを自分のワークシートに書き留めることとした。この活動は、自分一人では気付

けなかった言葉の捉え方やニュアンスにふれ、自分の読みと友達の読みを客観的に比較するきっか

けとなったと考える。また、ペア活動後、約４割の児童が友達の意見に納得して印を付けたことから、

児童が自分の意見に固執せず、他者の視点を取り入れながら「自分の読み」を「より納得度の高い読

み」へと深化させたことを示している。さらに、残りの６割の児童においても、他者の意見と比較・

検討した上で「やはり自分の考えが正しい」ということを再確認でき、結果として学級全体の思考を

【資料５】 
挿絵による視覚化 

 

【資料４】６年生の実践（一部抜粋） 
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深められた。 

 

⑶ ３年生 物語文「まいごのかぎ」～登場人物の様子を表す言葉から気持ちを読み取る学習を通して～ 

① 授業実践について 

本単元の学習に入る前に、言葉の意味調べを行わせた。そして、

人物の様子や気持ちを表す言葉をまとめた学習プリントと、意味

調べをした学習プリントを１冊にまとめた「言葉の宝箱」を作成

した。言葉一つ一つの意味から主人公の気持ちを考えさせるため

に、単元の初めに通読はせず、毎時間の授業で該当箇所の本文を

初読させた。児童には、主人公の様子や言動を表す言葉を見つけ

させ、そこから分かる気持ちやその気持ちになっている理由を考

えさせた。また、タブレット画面上で「気持ちメータ」を用いた。

「気持ちメータ」とは、ハートの中の赤色と青色の割合で、主人公

の気持ちを可視化するものである。抽出したそれぞれの言葉にお

いての主人公の気持ちを、毎時間の最後に「気持ちメータ」で表現

させ、提出させた。本単元では、言葉やその意味に着目させるため

に、「言葉の宝箱」を適宜確認することを意識させた【資料６】。単

なる想像ではなく、本文に書かれている言葉から主人公の気持ち

を捉え、その気持ちになった理由を、根拠をもって読み取れるよ

うになることを目指した。 

本時では、「まいごのかぎ」の第５場面を３つに分け、そのうち

の最初の部分の授業を行い、主人公である「りいこ」の気持ちを

考えることを目標とした。まず、りいこの気持ちが分かる様子や

言動に線を引かせた。ポジティブな気持ちには赤、ネガティブな

気持ちには青で線を引かせることで、心情の上下を視覚的に把握

できるようにした。児童が線を引いた言葉から、特にりいこの気

持ちや迷いが表れている４つの言葉を抽出し、これらの言葉につ

いて気持ちを考えていくことを伝えた。次に、それぞれの言葉に

おけるりいこの気持ちやその理由を学習プリントに書かせた。そ

の際には、「言葉の宝箱」や、これまでの本文を参考に書くように伝えた。「ほっとしたような、がっ

かりしたような」という言葉からは、「何も起こらなくて安心したけれど、期待していたからがっか

りした」と、本文や前時までの場面を基にりいこの気持ちを考えることができた児童もいた【資料

７】。書き終わり次第、学習プリントの写真を撮って学習支援ソフトを使って提出させ、他の児童が

提出した学習プリントを共有画面で閲覧させた。互いの学習プリントを読んだ後、疑問やよいと思っ

たことを伝え合う時間を取り、全体で確認した【資料８】。最後に、それぞれの言葉におけるりいこ

の気持ちを「気持ちメータ」で表現させ、学習支援ソフトで提出させた。そして、りいこの気持ちの

変化を全体で共有した。 

    児童からは、「言葉の宝箱」を参考にしたり、りいこの気持ちやその理由を前時までの内容から考

えたりする様子が見られ、本文や言葉に着目することができたと言える。一方で、児童が一人で考え

る時間は確保できたが、全体で共有する時間は十分に取ることができなかった。りいこの気持ちや迷

いをより深めるまでに至らなかったため、時間を確保するための授業構成を工夫する必要があった。 

② 【仮説１】に対する手だてについて 

    単元を通して言葉に着目させ、調べたものや知った言葉をいつでも見られるように「言葉の宝箱」

としてまとめた。また、使った言葉には印を付けていくこととした。さまざまな場面で、「この言葉

はどういう意味か」と声をかけることで、「言葉の宝箱」を使ってすぐに確認する児童が増えていっ

た。「言葉の宝箱」として１冊にまとめたことで、児童がいつでも確認できるようになり、言葉の意

味をすぐに調べることができるようになったと考える。以前は、言葉の言い換えをすることが難しか

ったが、少しずつ別の表現をするための語彙が増えてきた。また、その後の授業においても、児童自

身の言葉に対する意識も変化してきた。一方、意味調べをすることで言葉の意味を確認することはで

【資料８】伝え合う様子 

【資料６】言葉の宝箱を参考にする様子 

【資料７】学習プリント 
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きるものの、その解説の中にも分からない言葉が含まれており、単に書き写すだけになってしまう児

童もいた。また、自分が使った言葉に印を付ける活動は、主体的に取り組む児童とそうでない児童に

分かれてしまった。今後は、それぞれの言葉をどのように活用していくのか、どのような場面で使う

のかを理解させる必要がある。また、学んだ言葉を実際に使わせる場面を多く設定することで、より

語彙の定着を図ることができると考える。 

③ 【仮説２】に対する手だてについて 

    本単元では、各自が書いた学習プリントの写真を撮って、学習支援ソフトを使って提出させ、友達

の考えを知ったり質問したりさせる活動を取り入れてきた。児童は、多くの友達の考えを知り、よい

と思った考えを赤鉛筆で書き写すなど、自分とは異なる考えや視点にもふれることができた。一方、

さまざまな考えを知った上で、自分の考えを深めるための時間や活動が足りず、他者の考えを知るの

みにとどまってしまった。また本時では、言葉を見つける活動の後の読み取りと全体共有に多くの時

間を費やし、対話を通して考えを深めるための時間が不足してしまった。今後は主人公の気持ちを考

え、学級で深め合うことに重きを置いた授業を構成することで、話し合いから自分の考えをさらに深

めることができると考える。確固たる自分の考えをもたせた上で、話し合いに時間をかけた授業構成

を考えていく必要がある。 

 

⑷ ５年生 物語文「銀色の裏地」～主人公の心情の変化から題名の意味を考える学習を通して～ 

① 授業実践について 

第５場面の本時の導入では、前時で捉えた主人公「理緒」の「不満（青線）」

を振り返ることで、「心情の変化」を際立たせる土台を作った。 

まず、児童は一人読みを通して理緒の明るくなった気持ち（赤線）を探し、前

時の青線と比較することで、明確な心の変化を実感した。さらに、その変化の契

機となった友達「高橋さん」の言葉に着目させ、各自が叙述を基に理緒の具体

的な心情を考え、タブレット端末のシートに入力していった【資料９】。 

次に、「銀色の裏地」の意味について、児童一人一人が自分の言葉を使って考

え、グループでの対話へとつなげた。交流の際には「相手を見て聴く」「自分の

考えと同じ部分を探す」「意見を組み合わせてもよい」という具体的な手だてを

講じた。これにより、互いのタブレット端末の画面を見合いながら、生き生き

と意見を交わす姿が見られた【資料10】。 

全体発表の場では、児童から「辛いことがあっても、よいことは必ずある」

「嫌なことがあっても、幸せなことは絶対ある」といった深い読み取りが次々

と発表された。よくないことの後にはよいことがあるという本質を学級全体で

共有したことで、題名の意味への理解が一気に深まった。 最後に、前向きにな

った理緒の今後を想像させると、「新しい友達とたくさん思い出を作ると思う」

といった記述が見られ、児童が理緒の変容を自分のことのように捉え、物語を

主体的に読み取った姿を確認することができた。 

② 【仮説１】に対する手だてについて 

物語に出てくるつまずきそうな言葉について、事前に調べ学習を行わせたことで、児童は言葉の意味を理解

した状態で本文に向き合うことができた。そのため、初読の段階でつまずくことなく、気持ちや様子を表す言

葉に自分の力で線を引くことができた。一方で今回の調べ学習は、あくまで本文中に出てくる言葉を対象とし

ており、児童自身が理緒の気持ちを表現するために必要な「気持ちを表す言葉」を扱っていなかった。そのた

め、児童自身の言葉で気持ちを言語化しようとした際、「不満」「嫌だ」といった限定的な言葉に留まってしま

ったという課題が見られた。今後は、本文中の言葉だけでなく、気持ちを表す言葉についても事前に調べさせ、

言葉のレパートリーを広げておく必要がある。 

③ 【仮説２】に対する手だてについて 

タブレット端末を活用したことは、話し合い活動において「自分の読み」と「友達の読み」を比較する上で

有効に機能したと考える。学習支援ツールに各自の考えを入力し、グループの意見としてまとめて提出させた

ことで、自分の意見と他者の意見をモニター上で同時に比較・確認させることができた。口頭のみのやり取り

では聞き逃してしまう可能性のある友達の考えも、視覚的に比較・確認しやすい環境になったと言える。また、

【資料９】児童が入力したシート 

【資料 10】グループでの交流 
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国語科の学習を苦手とする児童においても、グループの中で意見を共有し、まとめる過程に参加させたことで、

自分だけでは思いつかなかった読み取りに気付くことができた。これは、他者の視点にふれることで、自分の

考えを深めることができ、効果的であったと言える。しかし、一部のグループでは、複数の意見を比較したり

話し合ったりすることができなかった。特定の児童の意見のみが採用され、そのままグループの意見として提

出される場面が見られた。これは、グループ内での発言力や自信の差により、他の児童の考えが十分に共有さ

れないまま話し合いが進んでしまったことが原因と考えられる。タブレット端末で意見を可視化しても、それ

を比較し、話し合いをする過程そのものが機能しなければ、他者の視点からの気付きは生まれにくい。今後は、

意見をまとめる際に「なぜその考えに至ったのか」を全員で確認し、一人の意見に偏らないための話し合いの

進め方そのものを見直していく必要がある。 

 

６ 研究の成果 

⑴ 【仮説１】の取組について 

① 「国語タイム」では、トレーニングの内容を各学年で話し合い、発達段階に合わせた活動を実施し

てきた。15分間という短い時間であること、問題量も多くないことから、児童の負担も少なく、さま

ざまな言葉やその意味、使い方を実践的に学ばせるよい機会となった。 

② 「言葉の宝箱」を積極的に活用した取組によって、「言葉の宝箱」を参考にしながら授業に取り組

む様子が多く見られた。また、自発的に言葉の意味を調べる様子から、言葉の意味を知ろうとする児

童の意識の変化も見られた。 

③ 言葉の意味を理解することは、物語文を読み取る上で効果があったと考える。本文中の気持ちを表

す言葉を根拠として、登場人物の気持ちや人柄を読み取ろうとする力が身に付いた。 

④ 昨年度に続き、「繰り返し使われている表現」、「対比表現」、「接続語」、「言い換え表現」に着目さ

せることで、読み取るための大事なポイントを自分で見つける力が少しずつ身に付いてきた。また、

接続語の意味やその使い方を学ぶことで、違う文章でも活用しようとする姿が見られた。 

⑵ 【仮説２】の取組について 

②③ 「友達の読み」を知る時間を取り、「自分の読み」と比べさせたことで、児童は共通点や違いに

気付き、赤で追記したり、よさや疑問を直接伝え合ったりした。その際に、タブレット端末を使用

したことは、短い時間で多くの児童の考えを知ることができるという点で有効であった。たくさん

の考えの中から納得したものや共感したものを選ぶことで、自分の読みをさらに深めることがで

きた。 

 

７ 研究の課題 

⑴ 【仮説１】の取組について 

① 「国語タイム」は、まだ試行錯誤の段階で、１学期では実施の回数が少なかった。機会を増やし、

成果や課題を継続的に検討していくことが必要である。 

② 意味調べを行わせたことで、多くの言葉を知ることができた児童もいるが、学力によっては書き写

すだけになってしまう児童もいた。意味調べの方法について再度考える必要がある。意味を調べても

その使い方が分からないという状況をなくすために、その言葉の例文や使い方も合わせて学ぶこと

を意識させていきたい。また、「言葉の宝箱」の活用の仕方が、学年によって異なっていたため、学

校で統一し、学年が上がっても引き続き使える形にすることが大切だと考える。 

③④ 物語文、説明文のどちらにおいても、言葉や文に着目することはできたが、その分読み取りに多

くの時間を費やすことになった。授業時間を確保するために、大事な場面・段落を精選して読み取

りをさせる必要がある。 

⑵ 【仮説２】の取組について 

① 本年度は、語彙力の向上に重きを置いたことにより、話し合い活動まで力を注ぐことができなかっ

た。来年度に向けて、「話し合いの型」についても、検討していく必要がある。 

②③ 「自分の読み」と「友達の読み」を比べさせようとしても、児童一人一人の読み取りが十分にで

きていないと、話し合いに進むことができないということが分かった。ペアやグループ、学級全体

で話し合い、深めさせるためには、読み取りの時間と話し合いの時間を分けて行う必要もあると考

える。 


